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学歴 聖路加看護大学衛生看護学部衛生看護学科卒業 

佛教大学通信教育部大学院修士課程社会学研究科社会福祉専攻修了 

職歴 １９７３年４月～１９７５年３月 川崎市公務員 看護師 

１９７５年４月～１９７７年７月 日本アイ・ビー・エム株式会社 保健師 

１９８９年４月～１９９４年６月 野洲病院 看護師（非常勤）（兼務） 

１９９２年４月～２００２年３月 野洲町総合福祉保健センター 保健師・介護支援専門

員（非常勤） 

２００２年４月～２００４年３月 聖泉大学短期大学部 介護福祉学科  講師 

２００４年４月～２００６年３月 聖泉大学短期大学部 介護福祉学科  助教授 

２００６年３月～２００８年３月 羽衣国際大学 人間生活学部人間生活学科介護福祉

専攻 准教授 

２００８年４月～２０１０年３月 大阪国際大学短期大学部 幼児保育学科 准教授  

２０１０年４月～ 現在     名寄市立大学保健福祉学部看護学科 准教授 

学位 社会学修士 

免許・資格 看護婦免許、保健婦免許、介護支援専門員資格、 

衛生管理者資格、高等学校教員２級普通免許（保健） 

研究分野 地域看護学、在宅看護学 

現在の研究課題 在宅看護に関わるケアマネジメントの課題に関する研究、福祉労働者の健康課題について

の研究、保育者の健康と教育に関わる研究など 

主な担当科目 地域看護活動論、地域看護実習 

  

研究・教育業績 〈著書〉 

・『介護福祉士CD講座・「介護技術」』（共著）（株）全国教育振興会 ２００５年 

・『福祉・介護に求められる生活アセスメント』（共著）中央法規出版 ２００８年 

〈学術論文〉（最近５年以内） 

・「介護職員の腰痛とストレス、そして信頼感の関連性」（共著）『介護福祉学』Vol.12 No.1

２００５年 

・「地域高齢者福祉における介護支援専門員役割の現状と課題」（単著）大学院通信教育部

社会学研究科社会福祉学専攻 修士論文 ２００６年 

・「介護支援専門員による家族支援の重要性について」（単著）『聖泉大学紀要・聖泉論叢』  

13号 ２００６年 

・「地域高齢者福祉における介護支援専門員の役割意識について」（単著）『滋賀社会福祉

研究』第９号 ２００７年 

・「地域福祉における介護支援専門員の連携に関する一考察」（共著）『羽衣国際大学人間

生活学部紀要』第2巻 ２００７年 

・「介護支援専門員による高齢者福祉の課題に関する一考察」（単著）『羽衣国際大学産業社会学会誌』 

10号 ２００７年 

・「介護職による認知症ケアの有効性―事例検討を通して―」（単著）『羽衣国際大学人間

生活学部紀要』第3巻 ２００８年 

・「The Use of Non-Linear Analysis of Pulse Waves to Measure the Impact of Music Therapy 

and Animal Therapy」（共著）2008 IEEE International Conference on Systems Man and Cybernetics



採択論文集 ２００８年 

・「フィンランドにおける子どもと保護者への支援」（共著）『大阪国際大学紀要・国際研

究論叢』第22巻第3号 ２００９年 

・「これからの高齢者福祉施設のあり方～フィンランドとの比較から～」（共著）『大阪国

際大学紀要・国際研究論叢』第23巻第1号 ２００９年 

・「『看護福祉』の概念についての一考察」（単著）『大阪国際大学紀要・国際研究論叢』第

23巻第2号 ２０１０年 

・「障害観についての一考察」（共著）『大阪国際大学紀要・国際研究論叢』第23巻第3号 

２０１０年 

・「本学幼児保育学科生の保育者としての資質向上に関する研究」－『実技発表』の学習

効果に関する調査－」（共著）『大阪国際大学紀要・国際研究論叢』第23巻第3号 ２０

１０年 

・「看護の視点から見た高齢者ケアの課題－当事者への聞き取り調査から―」（単著）『大

阪国際大学紀要・国際研究論叢』第23巻第3号 ２０１０年 

〈学会発表〉（国際学会） 

・「The Use of Non-Linear Analysis of Pulse Waves to Measure the Impact of Music Therapy 

and Animal Therapy」（共同）2008 IEEE International Conference on SMC 2008 in Singapore 

・「Analysis of dementia in elderly person using nonlinear analysis of plethysmograms 

and effect of communications」（共同）DRD2009 in Okayama  

  

学会活動 北海道公衆衛生学会会員     日本社会福祉学会会員   
日本介護福祉学会会員      日本子育て学会     
生活問題研究会会員       生活アセスメント研究会会員  

  

社会活動 野洲町介護保険運営協議会委員（２００３年～２００４年） 

野洲市介護保険運営協議会委員（２００５年～２０１０年） 

ＮＰＯ法人 障害者支援センター「葦の舟」監事（２００５年～２０１０年） 

野洲市総合計画審議会委員（２００５年～２００６年） 

社会福祉法人「野洲慈恵会（高齢者福祉施設「悠紀の里」「あやめの里」「ぎおうの里」、 

乳幼児保育施設「北野保育園」）」理事・評議員（２００６年～２０１０年） 

野洲市行政評価委員会委員（２００７年） 

講演：「スウェーデンの高齢者福祉施設の現状」栗東市民生児童委員・地域福祉委員研修

会（２００４年） 

講演：「生き抜く力」第1回野洲市母子・寡婦福祉大会（２００５年） 

講演:「スローライフ 福祉先進国スウェーデンの高齢者の暮らし」羽衣国際大学公開講

座（２００６年） 

講演「カラダもココロも生き生きと ―第三の青春に向かって―」もりぐちeセミナー 

（２００６年） 

講演：「介護を考える」野洲市介護力アップセミナー（２００９年） 

講演：「介護職員の資質向上」滋賀県介護労働安定センター（２０１０年） 

滋賀県シルバー人材センター ２級ヘルパー養成講座 講師（２００２年～２００７年） 

母子福祉のぞみ会 ２級ヘルパー養成講座 講師 （２００４年～２００６年） 

介護福祉士資格取得のための介護技術講習会（於 聖泉大学）（２００５年～２００６年） 

野洲市居宅介護支援事業 研修会・講師（２００５年～２００９年） 

滋賀県介護労働安定センター主催 介護福祉士受験対策講座・講師（２００５～７年） 

介護福祉士国家試験 介護技術実技試験 実技試験官（２００３年、２００５年、２００６年） 

  

コメント  地域に暮らす人々や、看護・福祉労働に携わる人々の健康で幸せな生活の実現を目指し

て、教育と研究の双方に精進したいと思います。いま健康な人、病気の人、あらゆる人の

傍らでよい看護実践のできる人間性豊かな看護者の育成に、懸命に尽力する所存です。 


